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はじめに

＜組織化について＞
組織化は，組織化ありきではなく，課題解決の手段と考える．

組織化は 抱える課題と解決指標を明確にして 継続的に進化させ そ組織化は，抱える課題と解決指標を明確にして，継続的に進化させ，そ
れぞれの実態に見合った組織であることが望まれる．

＜本日の話題＞＜本日の話題＞
• 技術職員の在り方と組織化の役割を考える４つの視点

– 視点１：役割

– 視点２：職性（人材像）視点２：職性（人材像）

– 視点３：育成

– 視点４：処遇（個人評価）

• 組織化の主な取組み～広島大学技術センターの場合～

技術職員の在り方を考える４つの視点と
組織化の役割組織化の役割
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視点１：役割
～技術支援の視点と大学構成員としての視点～～技術支援の視点と大学構成員としての視点～
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視点２：職性（人材像）
～ニ ズの視点とコ ディネ タ の視点～～ニーズの視点とコーディネーターの視点～

コーディネーターニ ズ

資

職性（人材像）

安 全 衛 生 管 理

事務組織・技術組織間

コ ディネ タニーズ

・人事・研修原資等折衝資
格

放 射 線 管 理

安 全 衛 生 管 理

学 生 ・ 教 員 間

・人事・研修原資等折衝

・ 学 生 メ ン タ ー
解 剖 介 助

大 学 ・ 企 業 間
・ 学 生 実 習 支 援
・ 研 究 支 援

学 生 メ ン タ

・ 共 同 研 究

機 器 分 析

他 機 関 間情報システム管理
・ 研 究 支 援
・ 利 用 支 援
・ 施 設 管 理 ・ 技 術 共 有

実験動物・植物管理

細 胞 ・ 組 織 培 養

機 器 分 析
大 学 ・ 地 域 間
・ 地 域 貢 献

家 畜 管 理

演 習 林 管 理

実験動物 植物管理

金属・木材・ガラス加工試 料 作 製知識 畜 管 製知識
熟練

視点３：育成
～専門分野の視点と組織マネジメントの視点～～専門分野の視点と組織マネジメントの視点～

育 成資格の取得（例） 組織 ネジメ ト育 成

第１・２種放射線取扱主任者
国 際 感 覚

資格の取得（例） 組織マネジメント
能力の習得

第 １ ・ ２ 種 衛 生 管 理 者

第１・２種作業環境測定士

衛 生 学 衛 生 管 者

カ ウ ン セ リ ン グ 力

コミュニケーション力

国 際 感 覚

専門分野別
育成モデルの構築

臨 床 検 査 技 師

解 剖 技 術 士

衛 生 工 学 衛 生 管 理 者

組 織 運 営 企 画 力

プレゼンテーション力
育成モデルの構築

基 本 情 報 技 術 者

ソフトウェア開発技術者

解 剖 技 術 士
知識の蓄積
（知識レベル）

第１ ２種電気主任技術者

獣 医 師

情報セキュリティア技術者

技術の伝承

学内・他大学専門技術研修

Ｏ Ｊ Ｔ 熟練技術の習得
（技術レベル）

一 級 ・ 二 級 建 築 士

測 量 士

第１・２種電気主任技術者 技術の伝承

修 学 制 度

民 間 セ ミ ナ ー

１・２級造園施工管理士

測 量 士
学 会 ・ 研 究 会

視点４：処遇
～適正評価の視点とキャリアパスの視点～～適正評価の視点とキャリアパスの視点～

適正評価 キャリアパス

処遇
他機関との技術レベルの

適正評価 キャリアパス

（個人評価）
他機関との

調和

技術レベルの
明確化

他職域との調和
（同一俸給表）
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組織化の主な取り組み
～広島大学技術センタ の場合～

役割（専門技術支援と全学の視点に立った組織支援）

～広島大学技術センターの場合～

• 大学運営方針の推進

• 効率的・効果的な技術支援体制

効果的技術の伝承

・研究設備サポート強化への対応

・ものづくり教育強化への対応

・機能主体の組織構成へ改組

• 効果的技術の伝承

• 専門技術力の向上

• 全学的な汎用技術支援の拡大

・運用基本３システムの構築
（業務依頼・派遣システム，個人評価システム，人材育成システム）

・運用実態に見合った規約の整備

・全学情報セキュリティへの組織的支援

人材育成

全学情報セキュリティ の組織的支援

• 専門分野ごとの計画的な能力の開発

• 他大学等技術職員との連携

・部門の学外研修年度計画の実施・定着化

・中国・四国地区国立大学法人等技術職員代表者会議の設立

・中国・四国地区国立大学法人等技術職員組織マネジメント
研究会の開催• 他大学等技術職員との連携

処遇改善

研究会の開催

・専門分野別人材育成モデルを構築中

• 技術職員に見合う評価制度

処遇改善

・職能評価制度への変更
（直属の上司および業務指示者の評価方式，役職の任期制を導入）

・柔軟な配置換の実施• 技術職員に見合う評価制度

• 技術職員に見合うキャリアパス

・柔軟な配置換の実施

・専門分野別キャリアパスの明確化へ着手
（前項人材育成モデルとリンク）



おわりに
• 組織の進め方について，経験を元に持論を述べさせて頂きました．

• 「はじめに」で触れましたが，組織は継続的に進化すべきものであ
り，広島大学においても従来からある課題に加え，新たな課題へ
の取組みを日々行っているところです 少しでも参考になれば幸の取組みを日々行っているところです．少しでも参考になれば幸
いです．

• 他機関の取組みを知ることは重要です．このシンポジウムの果し
ている役割は，非常に大きく，継続して開催頂いております高エネ
ルギー加速器研究機構の皆様に 厚く御礼申し上げますルギ 加速器研究機構の皆様に，厚く御礼申し上げます．

• 当シンポジウムが全国的に認知され，更なる発展を遂げますこと
を 心より期待 おりますを，心より期待しております．

ご清聴有難うございましたご清聴有難うございました．


